
1 はじめに
　1,800 万台規模の二輪車需要があるインドにおいて、
100cm3 から 110cm3 のクラスのモーターサイクルはおよそ
3 割を占める状況である（スクータを除く）。このクラスはモ
ーターサイクルを初めて購入するお客様や通勤、仕事、家
の用事など多目的に使用するお客様などから人気で、今後も
安定した需要推移が見込まれる。
　お客様からは「燃費の良さ」、「扱いやすさ」、「求めやす
い価格」だけでなく、「スタイリッシュなデザイン」への期待
が大きく、これらの要素を調和させたモデルの誕生が期待さ
れている。これに応え、本稿では “Affordable & Practical 
Street” をコンセプトに開発したニューモデル「SALUTO　
RX」について紹介する。

　本モデルは YZF-R15、FZ15、SALUTO125 などインド生
産モデルで培った技術と DNA を受け継ぎ、コストパフォーマ
ンスに優れた次世代 110 cm3 クラスのストリートモデルとし
て、下記 4 項目を主な狙いに定め開発した。
① クラストップレベルの低燃費
② 1 名乗車、2 名乗車で快適な走行性と優れた実用性
③ スタイリッシュなボディ外装
④ 求めやすい価格

　本モデルのフィーチャーマップを図１、基本諸元を表１に
示す。
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前記の開発の狙いを達成するためエンジン、車体ともに
全面新設計とした。細部に至る徹底した軽量化技術の織り込
みと設計仕様の最適化により、使用材料の削減、製造容易
化などでコスト低減を図り、お客様が期待する商品スペック
と求めやすい価格設定の両立ができるよう取り組んだ。

3-1.­低燃費・軽量・コンパクトなエンジンの開発

　本エンジンは、実用車に求められる力強さと、燃費の良さ
の両立を目指して開発した。車両全体の軽量化・マスの集
中を狙い、エンジン単体の軽量・コンパクト化について徹底
的に追求した。
　燃費向上の施策としては、高トルクを発生するのに有効な
ボア×ストローク比および高効率燃焼を狙った高圧縮比の設
定、低ロス・高冷却設計等、多岐にわたり採用した。
　これらの取り組みの結果、クラストップレベルの低燃費 1)

を実現した。また、クラストップレベルの軽量・コンパクトな
エンジン 2) に仕立てることができた。
※ 1),2)  2017 年 7 月現在当社調べ

 　

3-1-1.­高効率燃焼

燃焼室内で混合気のタンブルを促進し、優れた燃焼効率
を引き出すために、吸排気ポート・バルブ配置・燃焼室形
状が最適になるよう設計した（図 2）。燃焼室はプラグの反
対側にスキッシュエリアと呼ぶ段差を備え、混合気がこのス
キッシュエリアで跳ね返され、点火時にプラグ部に集中する
ことで燃焼効率が向上し、低燃費に貢献している。
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表1　基本諸元

図2　燃焼室構造
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3-1-2.­フリクションロス低減

ピストン・シリンダ間のフリクションロス低減のため、オフ
セットシリンダを採用した（図 3）。

3-1-3.­高い冷却性

本 エンジンでは流 体 解 析（CFD: Computational Fluid 
Dynamics）によるフィンまわりの専用設計により、小型化・
軽量化・高い冷却性能をあわせて実現した。フィンサイズも
最小化し使用材料を削減した（図 4）。

アルミシリンダは、スリーブを鋳造工程で鋳込む「鋳込み
シリンダ」とし、シリンダとスリーブの密着性を高めることで
良好な放熱性を確保し、エンジンオイルの消費を低減した。
また、シリンダ真円度維持によるフリクションロス低減を図っ
ている。

3-1-4.­点火時期制御

クランクパルスを演算しエンジン負荷状況を検出すること
で、TPS（スロットルポジションセンサ）レスでの点火時期
制御を採用した。点火時期の最適化によりエンジントルクが

向上することで低燃費につなげている。

3-1-5.­吸・排気系の作り込み

スロットル操作に対してダイレクトな反応を得られる VM
タイプキャブレタを採用し、セッティングを最適化、AI シス
テムと触媒を組み合わせることで、レスポンスと燃費性能お
よび環境性能のバランスを高次元で達成し、インドの新規制

「BS4」に適合させた。
エアクリーナから排気ガスに新気を導入する AI システム

は、導入口を排気ポート脇のエキパイ部に設け、ここで排ガ
スに新気を混ぜ酸素濃度を増やし、触媒を効率よく機能さ
せる。触媒は、素早く浄化機能を発揮できるエキパイ中間
部に設置し、機能を効率よく引き出している（図 5）。なお、
マフラは当社従来モデル比で 30% 以上の軽量化を図り、加
速騒音規制値をクリアしつつ、力強い “サウンド” を奏でる
仕様とした。

3-2.­軽量化と扱いやすさを追求した車体の開発

モーターサイクルを毎日のように使用する場合、車体の取
り回しや押し歩きの容易さは重要であり、楽な乗車姿勢や乗
り心地、足着きの良さなども扱いやすさを左右する大切な要
素である。本モデルはこれらに重きを置きながら、徹底した
軽量化技術を織り込み車体の開発を行い、結果としてクラス
トップレベルの車両重量 3) を実現できた。
※3)2017年7月現在当社調べ

3-2-1.­ライディングポジション

荒れた路面での走行、渋滞路走行や長距離走行など様々
な使用シーンを想定し、疲れにくいライディングポジションを
決定した（図 6）。二人乗りでもそれぞれのライダーが快適
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図3　オフセットシリンダ

図4　CFDを活用した冷却性能の作り込み

図5　吸・排気系構造
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に乗車できるよう配慮している。

3-2-2.­専用設計の新フレーム

強度と剛性バランスの最適化を図りつつ、軽量化を追求
した新設計のダイヤモンドフレームを採用した（図 7）。CAE
と実車評価の両方の検証に基づいて仕様を決定した結果、
強度を確保した上で適度な “しなやかさ” を有し、さらにマ
スの集中化と相まって、1 名乗車から 2 名乗車に変わっても
ハンドリング特性の変化が少なく、路面状況に左右されない
自然な操縦感を味わえる車両を実現した。

3-2-3.­快適な乗り心地を実現するサスペンション

前後サスペンションは、専用セッティングにより、良好
な乗り心地と、タンデム走行時や悪路走破時の安定した走
行性能を確保した。ホイールトラベルは、前 120mm、後
100mm を確保した。リアサスペンションはイニシャル調整

機構を装備し、積載等実用性の幅を持たせた仕様とした（図
8）。

3-2-4.­軽量アルミキャストホイール

新設計のスタイリッシュな 10 本スポークの軽量アルミキャ
ストホイールを採用した（図 9）。バネ下重量低減によって
サスペンションの作動性向上につながり、乗り心地の良さに
寄与している。ホイールには、前 2.75-17、後 3.00-17 の
サイズの低ロスタイヤを組み合わせ、走りの良さと低燃費を
高次元でバランスさせた。

3-2-5.­ユーザーインターフェース

メータはシンプルで見やすいレイアウトのアナログ式を採
用し、ライダーが欲しい情報を瞬時に視認できるデザインと
した（図 10）。また、ハンドルスイッチは右側がセルフス
タータスイッチのみ、左側にヘッドライトの ON/OFF と Hi/
Low 切替スイッチ、プッシュキャンセル付きのターンシグナ
ルスイッチおよびホーンスイッチだけのシンプルな構成とし、
直感的に操作できるよう配慮した（図 11）。
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図9　スタイリッシュな軽量ホイール

図6　ライディングポジション

図8　前後サスペンション

図7　軽量なダイヤモンドフレーム
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全面新設計のエンジンと車体に、徹底した低燃費技術と
軽量化技術を織り込むことで、当社同クラスの従来モデル比
で約 13％の燃費向上を実現し、開発目標であったクラストッ
プレベルの低燃費を達成することができた。また、同クラス
のモーターサイクルとしては、圧倒的に軽い 98kg の車両重
量を実現しており、日常使用の様々なシチュエーションにお
いて、扱いやすいモデルに仕上げた。

この「SALUTO RX」がお客様の “良き相棒” として日常
生活に豊かさを提供できることを期待しつつ、今後も開発業
務に精進し、より良い商品を生み出してお客様への提供価
値を高めていきたいと考える。
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